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氏
が
考
え
た
購
想
で 、
基
本
の

コ
ン
セ
プ
ト

は 、
住
む
場
所
か

ら
徒
歩
で
15
分
醐
内
に
「
働
く

．
暮
ら
す・
学
ぶ・
遊
ぶ」
が

そ
ろ
う
街
を
作
ろ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る 。
15
分
圏
内
で
生
活

に
必
要
な
施
設
が
整
う
こ
と

で 、
自
動
車
の
利
用
が
軽
減
さ

れ 、
環
境
に
も
負
荷
が
か
か
ら

な
い 。
彼
が
提
唱
し
て
数
年
後

全
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的

学
生
と
教
員
のe

不
動
能
の
話
題

滑
に
行
え
る
こ
と
に
加
え 、
歩
前
の
道
路
が
歩
行
者
専
用
道
路
一

行
者
と
自
動
車
の
距
離
が
離
れ
と
な
り 、
併
せ
て
棚
樹
や
花
壇
一

て
い
る
の
で 、
徒
歩
移
動
の
安
の
竪
備
が
進
め
ら
れ
た 。
こ
れ
一

全
性
も
確
保
さ
れ
て
い
る 。
こ

は
歩
行
の
安
全
性
の
確
保 、
徒
一

れ
に
よ
っ

て
車
に
依
存
し
な
い

歩
移
動
に
よ
る
健
康
増
進
の
効
一

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る 。

果
に
加
え
て 、
車
利
用
か
ら
他
一

に
大
流
行
し
生
活
圏
の
コ
ン
パ

ル」
で
あ
る 。
足
の
悪
い
高
齢

さ
ら
に
元
々
あ
っ

た
地
区
セ

以
上
の
事
例
か
ら、
日
本
で
の
交
通
手
段
へ
の
移
行
に
よ
る
一

ク
ト

化
が
世
界
で
再
評
価
さ
れ
者
は
15
分
都
市
で
あ
っ

て
も
歩
ン
タ
ー

や
ま
ち
な
か
広
場
を
整
も
15
分
都
市
構
想
に
近
い
ま
ち
C
O2
排
出
削
減 、
緑
化
に
よ

一

る
中
で 、
よ
り
話
題
に
な
っ

た 。
く
の
が
困
難
だ
が 、
ラ
イ
ト
レ

備
し
近
隣
住
民
が
気
醗
に
集
ま
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
る
C
O2
の
吸
収
に
よ
る
大
気
一

日
本
で
も
こ
の
よ
う
な
理
念
に
ー

ル
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
暮
れ
る
場
所
を
増
や
し
地
域
の
つ

が
分
か
り 、
環
境
負
荷
の
軽
減
質
の
改
善 、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
[

基
づ
い
た
都
市
が
い
く
つ
か
あ
ら
せ
る 。

な
が
り
を
強
化
し
て
い
る 。
こ

だ
け
で
な
く 、
日
本
の
都
市
で
ド

の
軽
減
な
ど
社
会
面
か
ら
環
一

る
と
知
り 、
15
分
都
市
構
想
が

北
陸
地
域
づ
く
り
協
会
の
デ
の
よ
う
な
政
策
は
O
E
C
D
や
課
題
と
さ
れ
る
高
齢
化
へ
の
対
境
面
ま
で
多
様
な
効
果
を
企
図
一

日
本
で
ど
の
よ
う
な
面
で
有
効
ー

タ
に
よ
れ
ば 、
高
齢
者
の
お
世
界
の
都
市
か
ら
も
評
価
さ
れ
応
と
し
て
も
有
効
で
は
な
い
か
し
て
い
る 。

な
の
か
に
つ

と
考
え
た 。

先
の
日
本
の
事
例
に
お
い
て
一

い
て
事
例
を

日

本
で

考

え

る
「

15
分

都

市

構

想
」

も 、
15
分
都
市
構
想
に
見
ら
れ
一

調
べ
る
こ
と

【
教
貴
に
よ
る
展
開】

る
生
活
機
能
の
集
約
化
や
公
共
一

に
し
た ゜

富

山

と

福

岡

か

ら

学

ぶ

西
村
愛
准
教
疫）

交
通
網
の
整
備
は
環
境
面
で
の

一

1
つ
目
は

パ
リ

市
で
の
15
分
都
市
構
想
効
果
の
み
な
ら
ず 、
高
齢
者
の

一

富
山
県
富
山
市
で
あ
る 。
富
山
よ
そ
60
％
が
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
を
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

の
実
現
は 、
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ

移
動•
生
活
利
便
性
の
向
上
と

一

市
は
全
国
に
先
駆
け
て
「
コ
ン

使
っ

て
い
る
と
い
う 。
こ
の
ラ

2
つ
自
は
福
岡
県
福
岡
市
で
ク
ト

に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
い
っ

た
社
会
面
で
の
効
果
を
も
一

パ
ク
ト

シ
テ
ィ
・

富
山」
構
想

イ
ト
レ
ー

ル
を
中
心
に
公
共
交
あ
る 。
福
岡
市
の
交
通
ネ
ッ
ト

る 。
そ
の

1
つ
が 、
安
全
な
歩
た
ら
す
こ
と
に
期
待
が
寄
せ
ら
一

を
掲
げ 、
公
共
交
通
を
軸
と
し
通
の
沿
線
に
都
市
機
能
を
集
約
ワ
ー

ク
は 、
都
心
部
を
中
心
に

行
環
境
を
整
備
し
ウ
ォ
ー

カ
ブ
れ
て
お
り 、
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

一

た
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
き
し 、
徒
歩
や
自
転
車 、
公
共
交
放
射
状
お
よ
び
環
状
に
整
備
さ
ル
な
空
間
形
成
を
実
現
す
る
と
を
生
み
出
す
よ
う
な
都
市
整
備
一

た 。
そ
の
中
核
を
担
う
の
が 、

通
で
日
常
生
活
が
完
結
す
る
15
れ
て
い
る 。
市
内
バ
ス
や
地
下
い
う
も
の
で
あ
る 。
従
前
は
車
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

一

2
0
0
6
年
に
全
国
で
初
め
て
分
圏
内
の
生
活
環
境
を
実
現
さ
鉄
な
ど
の
公
共
交
通
が
充
実
し
の
交
通
量
が
多
か
っ

た
パ
リ

市
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
皿

開
業
し
た
「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

せ
て
い
る
の
だ 。

て
お
り
各
拠
点
間
の
移
動
が
円
で 、
現
在
は
小
学
校
や
幼
稚
園
う 。
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【
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト】

音
楽
を
聴
く
こ
と
が
趣
味

で 、
特
に
E
D
M
や
ハ
ウ
ス

ミ
ュ
ー

ジ
ッ

ク
な
ど
を
聴
き

ま
す 。
ア
ウ
ト
ド
ア
も
好
き

で
釣
り
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に

友
達
と
い
っ

た
り
し
ま
す 。
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